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事業者名 株式会社　髙野組

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞
「共存共栄」を経営理念に、共に繫栄し幸福提供を存在意義と考え八代で生まれ育ち、地域に支えられて
100年。ＳＤＧｓの趣旨を事業に浸透させ、鉱山開発から生コン加工、土木、舗装工事まで4部門を自己完
結で一貫提供できる県内唯一の総合建設業者としての強みを生かし、4部門を太く育て、質をさらに高め
て相乗効果を上げ、国土造りのプロフェッショナルとして次の100年に続く地域ナンバーワンの総合建設
業を目指す。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞

・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の分
野に該当する場合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、それを評価するための指標と、現状の数値およ
び更新時（3年後）の数値目標を記載してください。（例：採用の人数：2023年○人→2026年○人）更新時には実績を報告する必要があります。

・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

・「三側面」、「前期のSDGsに関する重点的な取組み」と「前期の指標」には、前回登録申請した際に記載した「三側面」、「SDGsに関する重点的な
取組み」と「指標」をそのまま転記してください。
・「取組みの進捗状況」には、取組みの実施状況や指標の達成状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その理由等も記載してください。
・「前期の指標に対する実績」には、「前期の指標（数値目標）」に対する実績を数値を用いて記載してください。

更新

三側面
SDGsに関する重点的な取組み

指標
（更新時に向けた数値目標）（分野に☑）

環境

専門性の高い人材の育成（資格取得者増）
土木施工管理技士
2023年1級（17人）2級(7人)→
2026年1級（20人）2級(10人）

社会

経済

環境

ＩＣＴ対応高効率重機等の導入促進
ＩＣＴ対応高効率重機の導入台数
2023年4機→2026年5機

社会

経済

環境
4部門（鉱山→生コン→土木・舗装）連携による無駄のな
い自己完結総合プロジェクトの推進

自己完結総合プロジェクト件数
2023年25案件→2026年30案件

社会

経済

八代に生まれ育って100年の総合建設事業者として、関係取引業者、地域、行政等との連携、信頼関係を
さらに深めるとともに、人材の専門性向上、最新鋭の機械の導入を進め、作業の安全性の確保と効率化を
進め、社員の実績向上と働きやすい環境整備を図っていく。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標に係るこれまでの進捗状況＞

環境

社会

社会

経済

環境

環境

社会

経済

2023年1級(17人)、2級(7人)

前期のSDGsに関する重点的な取組み

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

前期の指標

前期の指標に対する実績

専門性の高い人材の育成（資格取得者増）
土木施工管理技士
2020年1級(15人）2級（6人）→
2023年1級（18人）2級（9人）

資格取得者が退職したり、能力の高い社員を採用しても
実務経験等も必要であるため目標未達であるが、資格取
得支援には力を入れており1級士補が3名おり達成間近
の状況にある。

前期の指標に対する実績

（分野に☑）

ＩＣＴ対応高効率重機の導入台数
2020年０機→2023年2機

前期の指標に対する実績

ＩＣＴ対応高効率重機等の導入促進

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

人手不足への対応、生産性の向上など、発注側、事業者側
双方の事情からＩＣＴ対応高効率重機の導入が必要で、他
に先んじて導入促進を図ったことから、目標達成。

三側面
（分野に☑）

4部門連携による自己完結事業ができる他社にはない強
みを生かし、積極的に事業確保を図ってきたことによる。

2023年25案件

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

（分野に☑）

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

2023年4機

4部門（鉱山→生コン→土木・舗装）連携による無駄のな
い自己完結総合プロジェクトの推進

自己完結総合プロジェクト件数
2020年10案件→2023年20案件

経済

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）


